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判断推理の基本的な 

考え方② 

出典 重要度 難易度  

 東京都 Ａ Lv.1  

       

    □□□□□ 

 ６つの商業施設Ａ～Ｆについて，所在地と業態分類を調べたところ，以下のことが分かっ

た。 

 ア Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのうち，東京にあるものは２つであり，百貨店は２つである。 

 イ Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅのうち，東京にあるものは１つであり，百貨店は２つである。 

 ウ Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆのうち，東京にあるものは２つであり，百貨店は１つである。 

 以上から判断して，確実にいえるのはどれか。 

 

１ Ａは，東京にあるが，百貨店ではない。 

２ Ｃは，東京にはないが，百貨店である。 

３ Ｄは，東京にあるが，百貨店ではない。 

４ Ｅは，東京にはないが，百貨店である。 

５ Ｆは，東京にあるが，百貨店ではない。 
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まずはアとイを表にして考えてみます。 

 東京 百貨店 

ア Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  ２ ２ 

イ  Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ １ ２ 

 

ＡのかわりにＥになったら東京の数が１つ減りました。ということは，Ａは東京で，Ｅは

東京でないということがわかります。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

東京 ○    ×  

百貨店       

 

次にイとウを比較してみます。 

 東京 百貨店 

イ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ  １ ２ 

ウ  Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ２ １ 

 

ＢのかわりにＦになると東京が１つ増え，百貨店が１つ減りました。つまりＢは「東京に

はない百貨店」となり，Ｆは「東京にあるが百貨店ではない施設」であることがわかります。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

東京 ○ ×   × ○ 

百貨店  ○    × 

 

これ以上は確定できませんが，肢５の「Ｆは，東京にあるが，百貨店ではない」は確実と

なり，これが正解となります。 

 

正解 ５ 

  


